
傾斜による漏えいガソリンの影響範囲を考慮した停車位置の検討 

 

１ 漏えいシミュレーション 

１点から一方向にガソリンが漏えいすることを想定し、傾斜のパターンを数パターン準備

して、漏えいガソリンの挙動に関してシミュレーションを行った。 

 

 

２ シミュレーションのパターンについて(パターン１の例) 
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項目 内容 備考 

流体モデル 自由表面を考慮した非圧縮流体  

乱流モデル 標準 k-εモデル  

境界条件   

 ・地表面 壁関数（対数速） 摩擦を考慮 

 ・流出口 流出速度：50L/min（約 1.06m/s)）  

計算時間 液面が定常状態になった時点から停止し、液が

なくなるもしくは停止するまで 

 

物性値   

  密度 783[kg/m3] JIS 規格で 15℃における上限値 

  粘性係数 488×10-6[Pa･s] 引用元[1] 

[1] http://www.fdma.go.jp/html/data/tuchi1903/pdf/190316ki61_h_2.pdf（P.7) 
 

実験内容 漏洩方向 
床面の勾配 

X軸 Y軸 

Ⅰ 漏洩範囲の確

認実験 

Ⅰ－１ 

勾配の低い方向 

1/100 

0 

Ⅰ－２ 1/75 

Ⅰ－３ 1/50 

Ⅰ－４ 1/25 

Ⅱ 下流側からの

遡上範囲確認実験 

Ⅱ－１ 
勾配の高い方向 

1/50 

Ⅱ－２ 1/25 

Ⅲ ２方向勾配の

効果確認実験 

Ⅲ－１ 
X軸勾配の低い方向 

1/50 1/50 

Ⅲ－２ 1/25 1/25 

Ⅳ ガソリンが障

壁と平行に漏洩す

る場合の遡上範囲

確認実験 

Ⅳ－１ 

障壁方向 

1/50 

0 Ⅳ－２ 

1/25 

 

 

 

  



３ シミュレーションの結果 









 



４ シミュレーションの結果を踏まえた停車位置の検討 

（１）パターン I及び実験パターン IIについて 

パターン Iについての傾斜が１／１００及び１／７５の場合は定常状態とならず、漏え

い範囲が広がり続けたが、傾斜が１／５０及び１／２５の場合は、漏えい点から約３ｍの

漏えい点近傍の範囲では一定時間経過後には漏えい幅が定常状態となり、下流側への拡散

となった。 

また、パターン II については、傾斜が１／５０及び１／２５の場合についてシミュレ

ーションを行ったところ、パターン Iと同様に漏えい点から約３ｍの範囲の漏えい点の近

傍では一定時間経過後、漏えい幅が定常状態となり、下流側への拡散となった。 

 

（２）パターン IIIについて 

２方向の傾斜（１／２５及び１／５０）を設けて、シミュレーションを行ったところ、漏

えい点の近傍では一定時間経過後、漏えい幅が定常状態となり、下流側への拡散となった。 

 

（３）パターン IVについて 

障壁（アイランド）と並行に傾斜（１／２５及び１／５０）を設けて、シミュレーション

を行ったところ、漏えい点の近傍では一定時間経過後、漏えい幅が定常状態となり、下流側

への拡散となった。 

 

（４）レイアウトの考え方について 

（１）から（３）のシミュレーション結果を考慮すると、漏えいしたガソリンが CNG自動

車の下部に流入しないような傾斜や停車位置の配置を考慮する必要がある。 

次に掲げる代表的なレイアウト例については、適切な傾斜等は次のとおりとることにより、

CNG自動車へのガソリンの影響を少なくすることができる。 
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※レイアウト１の場合、傾斜に応じて停車位置を考慮する必要がある。（イメージ） 

傾斜が１／５０の場合は、２ｍ、傾斜が１／２５の場合は、１ｍ 

 
 

 

 

 

 

※レイアウト２の場合、傾斜に応じて停車位置を考慮する必要がある。（イメージ） 

傾斜が１／５０の場合は、２ｍ、傾斜が１／２５の場合は、１ｍ 
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